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要旨：近年、障害者スポーツがマスコミに注目されることが多くなってきた。しかし、聴覚障

害者のオリンピックである「デフリンピック」が取り上げられることは少ない。しかし、ここ

数年、日本選手の競技成績は確実に伸びている。それと同時に、各競技へのアスレティックト

レーナーの帯同も増え、選手をサポートするメディカル体制は良い方向に進んでいる。情報が

入り難い聴覚障害者にとって、アスレティックトレーナーが常に傍にいることは、とても重要

なことであり，今後、益々日本選手が世界で勝つためには、アスレティックトレーナーが必要

となるだろう。特に、選手に対する「教育的指導」の部分では重要な役割を担うと考える。 
キーワード：アスレティックトレーナー，デフリンピック，聴覚障害者スポーツ

 
                                           
１．はじめに 

 2011 年スポーツ基本法の成立により、スポーツを通

じて幸福で豊かな生活を営むことは、「全ての人々」の

権利であると示された。この「全て」という言葉の中

には、これまでのスポーツ振興法にはなかった、「障害

者」を含めた意味付けがされている。具体的に第 2 条

の基本理念に「スポーツは、障害者が自主的かつ積極

的にスポーツを行うことができるよう、障害の種類及

び程度に応じ必要な配慮をしつつ推進されなければな

らない」と、障害者という文字が明確に記載された。 
また、「我が国のスポーツ選手がオリンピック競技大

会、パラリンピック競技大会その他の国際的な規模の

スポーツの競技会において優秀な成績を収めることが

できるよう、スポーツに関する競技水準の向上に資す

る諸施策相互の有機的な連携を図りつつ、効果的に推

進されなければならない」ことも示された。ここには、

聴覚障害者の目指す最も大きな競技大会である「デフ

リンピック」も含まれているはずである。 
このように、これまで厚生労働省の管轄下の障害者

スポーツが、文部科学省のスポーツ基本法に盛り込ま

れたことは、聴覚障害者アスリートにとっても、大き

な励みとなることは間違いない。現在、オリンピック

候補選手のために、国際競技力向上のための強化活動

拠点となっている「ナショナルトレーニングセンター」

については、デフリンピック候補選手が使用すること

は許されていない。また、オリンピック日本選手団と

同じユニフォームを着ることもない。 
そこで、今後、聴覚障害者アスリートに対して、今

まで以上の国としてのサポート体制が確立する未来に

向けて、現在、デフリンピックを目指して頑張る選手

の現状とその問題点について、アスレティックトレー

ナーとしてのデフリンピック帯同経験をもとに報告す

る。 

 

２．デフリンピック 

デフリンピックの歴史は古く、1924 年フランスにお

いて「国際ろう者競技大会」として第 1 回夏季大会が

開催された。大会の名称は 1967 年に「世界ろう者競技

大会」に変更された。1989 年には国際パラリンピック

委員会が発足したが、その当時は国際ろう者スポーツ

委員会も加盟していたが、デフリンピックの独創性を

追求するために、1995 年組織を離れたため、現在もパ

ラリンピックにろう者が参加できない状況が続いてい

る。2001 年には国際オリンピック委員会（IOC）の承
[1]認を得て、現在の名称「デフリンピック」となった 。 

デフリンピックは障害当事者であるろう者自身が運

営する、ろう者のための国際的なスポーツ大会である。

参加資格は、補聴器をはずした裸耳状態での聴力損失

が 55dB を超え、各国のろう者スポーツ協会に登録し

ている者とされている。また、競技中は身体の安全を

確保する観点から、補聴器、人工内耳を使用すること

は禁止されている。 
また、デフリンピックは当初、国際パラリンピック

委員会に加盟していたが、「独創性」を追求するために

脱退し、今なお、国際手話、視覚的工夫、記録重視の

3 [2]つの独創性を追い求めている 。 
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「国際手話」これはコミュニケーション全てが手話に

よって行われ、競技はスタートの音や審判の声による

合図を視覚的に工夫する以外は、オリンピックと同じ

ルールで運営している（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 国際手話 
 

「視覚的工夫」としては、陸上競技・水泳では、ス

タート時のピストルの合図の代わりに、選手のスター

ト位置にはランプを置き光でスタートを知らせるよう

になっている（図 2）。日本でも、全国聾学校陸上競技

大会での使用を検討するため、独自にこの開発を進め

ている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 視覚的工夫 

3 つ目の「記録重視」であるが、参加することだけ

ではなく、常に記録を追い求めるのがデフリンピック

の考えである。陸上投擲競技では日本の森本真敏選手

（滋賀レイクスターズ）が世界記録保持者であるが、

次に続く選手とはかけ離れた記録となっている。2009
年デフリンピック優勝、そして健常者の大会でも 2008
年日本選手権 9 位、2012 年関西実業団大会優勝と、健

常者の中でも [3]。十分に戦える選手である また、卓球

の上田萌選手（日立化成）は、2012 年世界ろう者卓球

 

選手権大会において、シングルス、ダブルスで優勝、

団体優勝にも大きく貢献した。現在は、卓球日本リー

グ 1 部の日立化成でプレーを続けている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 記録重視 

このように、デフリンピックは独創性を重視するが

ゆえに、パラリンピックには出場しない状態が続いて

いる。しかし、そのことによってデフリンピックを知

らないろう者もいるのが現状である。また、健常者の

中にはパラリンピックに聴覚障害者の選手も一緒に出

場していると理解している人も多く、まだまだデフリ

ンピックの認知度は低いようである。 

 

 
３．アスレティックトレーナー 

さて、このような国際大会で活躍するアスリートに

欠かせなくなっているのが、アスレティックトレー

ナー（以下：AT）である。単にマッサージを施したり、

トレーニング指導するのみの、いわゆる「トレーナー」

ではなく、スポーツ現場において、傷害予防のための

トレーニング指導、スポーツ傷害に対する救急対応、

その後のアスレティックリハビリテーション指導等、

幅広い知識・技術をもつ者を「アスレティックトレー

ナー」と表現する。近年、アスリートのみならず、運

動愛好家、高齢者や障害者スポーツにも対応を求めら

れている。 
AT の歴史は、1881 年にアメリカにおいて James 

Robinson がハーバード大学に雇用されたのが始まりと

言われている。そして、1950 年には全米の大学で活動

する AT によって組織化がなされ、その後、大学におけ

る教育プログラムの開発、資格認定制度が確立した 。 [4]

日本においては、1994 年に日本体育協会公認アスレ

ティックトレーナー（以下：JASA-AT）としての資格

認定事業を開始した。JASA-AT は世界的にも認められ

た国内唯一のトレーナー資格である。現在、資格取得



― 55 ― 

者は 1861 名（平成 24 年 10 月現在）で、医療機関、教

育機関、治療院などに所属している。この JASA-AT
の資格取得のためには、基礎・専門学科目 1200 時間、

現場での実習 600 時間を行った後、筆記試験に通った

者のみが、実技試験を受けることができる。最終的に

資格取得できる者は 20％に満たない狭き門となって

いる。JASA-AT の役割は、①スポーツ外傷・障害の予

防、②スポーツ現場における救急処置、③アスレティッ

クリハビリテーション、④コンディショニング、⑤測

定と評価、⑥健康管理と組織運営、⑦教育的指導と記

され、幅広い知識と技術が求められている。 
このような JASA-AT のような専門的な知識・技術を

もったトレーナーの多くは、いわゆるオリンピック、

世界大会に出場するようなプロ選手やトップアスリー

トのサポートを夢見て活動している。したがって、聴

覚障害者スポーツのような障害者スポーツの世界にみ

ることはほとんどない。また、聴覚障害者の世界に、

JASA-AT の存在、必要性が認められていないのも現状

である。筆者が、講演等で手話通訳の方に紹介される

際、トレーナーを“両手で揉む動き” “マッサージを

する動き”で表現されることがしばしばある。マッサー

ジしか行わないトレーナーであれば、それでも構わな

いのだが、JASA-ATAT にとってのトレーナーの役割は、

マッサージだけではなく、上記 7 つの役割全てである。

このように JASA-AT は幅広い知識と技術を兼ね備え

ていることを伝えるため、筆者は聴覚障害者に対して

「身体も心もサポートするトレーナー」と手話で表現

し、JASA-AT の存在を説明している。JASA-AT のよう

なトレーナーが、健常者のみならず、聴覚障害者スポー

ツにおいて、非常に重要な存在であると考えている。 
また、2009 年からは、日本障害者スポーツ協会におい

て、障害者トレーナー（スポーツトレーナーとして質

の高い知識・技能を有し、かつ障害に関する専門的知

識を有するトレーナー）養成事業が始まった。パラリ

ンピックやその他の障害者の大会に帯同できるトレー

ナーの養成である。現在 55 名の資格取得者が、障害者

スポーツの分野でトレーナーとして選手のサポートを

行っている。 
 

４．聴覚障害者スポーツにおけるアスレティックト

レーナーの現状 

筆者は、「身体も心もサポートするトレーナー」とし

て 10 年間、聴覚障害者スポーツに関わっている。2002
年から男子デフバレーボール日本代表チーム関わり、

2005 年にはデフリンピックに帯同した。それまでは、

日本サッカー協会日本代表ユースチーム AT として帯

同することが多かったが、それ以降は聴覚障害者ス

ポーツに関わることが中心となっていった。男子デフ

サッカー日本代表チーム AT として 1 年間関わり、そ

の後は、バスケットボール、陸上競技、スノーボード

チームに対して、AT の立場からのコンディショニング

指導にもあたった。2009 年デフリンピックには、日本

選手団本部メディカルチームの一員として、初めて AT
として帯同した。また、2012 年 5 月には、日本で行わ

れた世界ろう者卓球選手権大会に、日本代表チーム AT
として帯同し、日本チームの優勝に貢献した。そして、

2012 年 6 月には、韓国でのアジア太平洋ろう者競技大

会に日本選手団本部メディカルチーム AT 一員として

選手・スタッフのサポートを行った（図 4）。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 国際大会への日本選手団派遣人数 
 

各競技団体トレーナー帯同状況についても変化して

きている。2005 年のデフリンピックに JASA-AT は筆

者 1 名のみで、その他に、健康系トレーナー1 名であっ

た。2009 年には本部 AT としての筆者以外に、

JASA-AT1 名、鍼灸師 1 名、そして JASA-AT の教育を

受ける学生 3 名が帯同した 。[5] そして、2012 年アジア

太平洋ろう者競技大会には、JASA-AT3 名、理学療法

士 1 名、トレーニング系トレーナー1 名と、徐々にサ

ポート体制もできてきた（図 5）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 国際大会へのトレーナー帯同状況 
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このように、聴覚障害者アスリートに対しては、少

しずつではあるが、サポートシステムができつつある

のが現状である。そして、それに比例するように、日

本チームの成績も向上し、2012 年アジア太平洋ろう者

競技大会では、金メダル 28 個、銀メダル 25 個、銅メ

ダル 17 個、合計 70 個と、メダル獲得数はアジア 1 位

であった 。 [6]

AT 発祥のアメリカにおいては、健常者アスリートは

もちろんだが、一般高校、大学でサポートも確立して

いる。また、世界中から聴覚障害者が集まるギャロー

デッド大学には AT が常駐し、学生スポーツを支えて

いる。現在、日本からアメリカに渡り AT 資格を取得

して聴覚障害者学生をサポートする日本人ATがいる。 
一方、日本では一般高校、大学に AT を常駐させる

システムはなく、運動の盛んな学校またはクラブが独

自に雇用している。もちろん、聾学校に AT を置く学

校は聞いたことがない。毎年、全国聾学校陸上大会（高

校生の大会）が行われている。通常、健常者の高校生

全国大会では、AT や鍼灸師が選手に対するコンディ

ショニングサービス（テーピング、ストレッチなどの

体のケア）を行っている。しかし、聾学校の大会では、

現在も今後も行う予定はないようである。 
 
５．まとめ 

聴覚障害者スポーツにおけるアスレティックトレー

ナーの役割と現状について報告した。 
中村等の報告によると、デフリンピック候補選手への

アンケート調査の結果、「合宿・遠征が仕事と重なった

76.2時、 ％が有給休暇を利用した」と報告している 。[7]

プロ選手ではない聴覚障害者アスリートにとってデフ

リンピックとは、目標となる最も大きな国際大会であり

この大会に出るために多くの選手は日々努力を続けて

いる。その結果、ここ数年で選手を取り巻く環境も整備

されてきた。 

、

その一つとして、AT などのメディカルサポート体制

があげられる。これは、日本障害者スポーツ協会、聾

唖連盟など、多くの協力団体の理解と支援のおかげで

あり、選手はそのことに感謝しなければならない。ま

た、そこに関わる AT には、大きな役割があることを

理解してほしい。「JASA－AT の 7 つの役割」全てを果

たすことは当然であるが、特に「教育的指導」につい

ては、十分理解してほしい。選手の中には、トレーナー

はマッサージをしてくれる人、言えば何でもやってく

れる人と考えている選手も多くいる。だからと言って、

すぐにやってあげるのではなく、選手自身で考えさせ、

自分でやらせることが必要である。また、聞こえない

から「手話を覚える」だけではなく、聞こえない彼ら

は「言葉や知識が入りにくい」ということも理解し、

相手にわかりやすい言葉で説明を工夫することも AT
にとって必要である。そうすることによって、選手と

しての自立に繋がり、自己管理のできる選手を作り、

聴覚障害者スポーツの世界全体に良い影響を与え、強

い日本を創ることとなる。 
そして最後に、AT の役割を果たすためにもう一つ重

要なこととして、聴覚障害者の“障害特性”について

理解が必要である。筆者等によれば、デフリンピック

を目指す選手の平衡機能検査を行ったところ、内耳の

半規管機能低下のあるものが全体の約 30％に認めら

れ、平衡機能テストでも健常者よりも平衡機能が劣っ

ていた。また、運動能力は変わらないものの、動体視

力についてはオリンピック選手に劣らない優れた能力

を持っていることがわかっている 。[8] 劣るところをど

う代償し、優れた部分を競技にどう生かすか、AT に

とってはとても重要なこととなる。 
今後は、聴覚障害者スポーツの認知度があがり、デ

フリンピックにおける日本人の活躍が注目されるよう

になるとともに、聴覚障害者スポーツに関わる AT の

役割に期待したいと考える。 
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Abstract: In recent years, sports for the disabled have captured the media’s attention. However, there are 
few that “Deaflympics” is deaf Olympics will be taken up. However, glimmers of interest have been 
indicated over the past few years, though, based on the performances of Japanese athletes. At the same 
time, the medical system has encouraged increased participation of athletic trainers in sporting 
competitions, and the support for players is moving in the right direction. Hearing-impaired athletes have 
difficulty receiving information, so being near athletic trainers is very important, in the future, the role of 
the athletic trainer will be needed in order to recruit more Japanese players worldwide. The trainer’s role 
in providing “educational guidance” to athletes is valuable. 
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